
施設名

施設所在地

法人名

１．活動のテーマ

＜テーマ＞

＜テーマの設定理由＞
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３．活動のために準備した素材や道具、環境の設定

とうきょう すくわくプログラム活動報告書

いづみ愛児園

東村山市栄町1-37-28

特定非営利活動法人いづみ

光と影

（テーマに関する子どもの興味関心、園の特色など）

・自然に恵まれた環境にあり、戸外遊びが多く毎日散歩に出かけられる。

・日頃、子どもたちが窓から入る日差しの反射や明るさの変化に気づく声があったため。

①日陰と日向を探す

②カラーセロハンを通した光と影の観察をする（光の透過と遮断）（４，５歳児）

③光をスクリーンに当て、影絵遊びをする（５歳児）

④影絵劇団の影絵ショーを鑑賞する（全クラス）

⑤自分たちで物語を影絵で演じる（５歳児）

（活動のためにどのような環境を設定したか、準備した素材や道具）

①②：日陰と日向を探すカードを作成し、自然豊かな公園へ出向いた。カラーセロハンを使

用　した望遠鏡、虫メガネで陽の光を映し出しに戸外へ行った。

③：黒画用紙を使い、影絵人形を作る。スクリーンに映し出し自由に影絵遊びをした。

④：影絵劇団を招き、全クラスで鑑賞した。

⑤：影絵を行うためにプロジェクターとスクリーンを準備した。



４．探究活動の実践

＜活動の内容＞

＜活動中の子供の姿・声、子供同士や保育者との関わり＞

①②日陰と日向の違いを考える場を設ける。日陰と日向を探すカードを作成して公園に行き実際に日陰と日向を探

しに行く。カラーセロハンを使用して望遠鏡や虫メガネ作りをして光を通した時の見え方の違いを発見する。

③影絵遊びを行い光を通した影の変化に気付く。自分たちで影絵人形を作成、スクリーンに映し出して自由に物語

を作って楽しんだ。

④影絵劇団を園に招き「ブレーメンの音楽隊」を鑑賞した。実際に影絵人形を動かす体験をさせてもらった。

⑤実際に影絵を取り入れた劇を演じ発表会で披露した。

（活動の内容、活動中見られた子どもの姿、保育者との関わり等）

・道具の使用や保育者の問いかけをきっかけに、光を通して出来る影に注目し、その変化や映

り方に興味を持っていた。

・影探しでは、友だちと一緒に日の光で映し出される影に気付き、道具を通して映し出される

色を変化に関心を持っていた。「ここに映したらどうなるかな？」と友だちと話しながら映

し出す場所を変えたり、「色を混ぜるとどうなるかな？」と映し出される色の変化にも注目

する姿が見られた。

・影絵遊びでは、黒画用紙を用意し自由に形を切ったものをスクリーンに映す遊びをした。

映し出す物と光の距離によって、影の大きさに気付くことができ「オバケは怖いから大きく

映したい！」「そしたらここから映したらどう？」と話し工夫しながら楽しむ姿が見られ

た。

・影に興味を示す様子が見られたので影絵の劇を鑑賞することにした。スクリーンに映し出

される影が音や声に合わせて動く劇に、手を叩いて楽しむ乳児クラスの子どもたちや「どう

やって動かしているんだろう？」と不思議そうに見る幼児クラスの子どもたち。鑑賞したこと

で「知りたい！」「やってみたい」という意欲が湧いてきたようだった。

・５歳児が発表会で「ブレーメンの音楽隊」を演じることになり一部分、影絵劇を取り入れ

た。自分の役を絵にかいて切り取って影絵人形を作ると「色をつけたい」という声が上がっ

た。「透明なものならうつる？」「やったよね！カラーセロハンつかおうよ！」とすぐにカ

ラーセロハンを手に取り、切り取った部分に張り付け作り上げていた。影絵劇は役手を動か

しながら、動きに合わせて変わる影の面白さを感じながら演じていた。



５．振り返り

＜振り返りによって得た先生の気づき＞

日頃、子どもたちが窓から入る日差しの反射や明るさの変化に気づく声があったため、このテーマを設

定した。ヒントとなる一枚のカードから子どもたちの影への興味関心が広がり、「やってみたい」とい

う意欲の高まりを感じることが出来た。影絵鑑賞をしたり実際に影絵人形を動かす経験は、子どもたち

にとって自分たちで影絵を演じるイメージを膨らませるきっかけとなり良かった。その経験を元に子ど

もたちと作り上げた影絵を発表会で披露しとことで全園児が影に親しみをもつ機会になった。子どもた

ちの興味関心の声に耳を傾け、道具や環境を設定していくだけでどんどん遊びが広がっていった。子ど

もたちが自ら気付き行動する、そして子どもたちの様子を保育者は見守りながら、一人一人の声に耳を

傾け環境を整えていくことの大切さを改めて実感しました。


